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論 文 の 内 容 の 要 旨
　携帯電話をはじめとする無線通信技術は隆盛を極め、電波利用の効率化や人体への影響低減のためアンテ
ナの特性測定が欠かせない。従来アンテナの特性測定に用いられる電界センサは金属の微小ダイポールアン
テナであり、金属であることから電界に与える擾乱が大きく、より低擾乱の電界センサが求められていた。
本論文は、実用的な低擾乱の電界測定システムを実現することを目的として、EO（電気－光学）効果を有
する結晶を電界センサとして用いることを検討し、システムの実装までを取り扱ったものである。EO結晶
の低擾乱性を活かすために光ファイバの先端に結晶を実装し、光ファイバを動かしたときに起こる感度の変
動などの悪影響を相殺するため、偏光面保持型のファイバを用いる手法を提案し、さらに EO結晶のもつ金
属の微小ダイポールアンテナに比べて感度が大幅に低いという問題点を解決するため DAST結晶を用いて感
度向上を実現している。論文中では EO効果による測定原理からファイバの変形を相殺する手法の詳細とそ
の効果が良く説明されており、数値シミュレーションと実験の両面から提案手法により実際に飛躍的な性能
向上が実現されている事が分かる。また、製作した装置により実際に計測を行うことにより、その有用性に
ついても実証されている。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文では、EO結晶を用いることにより低擾乱の電界センサを実現することを目的として、原理説明か
らシステム構築までを行っている。特に、EO結晶を光ファイバの先端に実装するという独創的な手法、お
よびファイバの曲げによる測定結果への影響を独自の工夫で相殺し測定精度を飛躍的に向上させたことは、
昨今ますます重要性が増しているアンテナ近傍の電界測定において大きな貢献をするものと考えられる。本
論文は、提案法が必要となっている背景、測定法の基礎理論と提案法の原理とその効果などについて、詳細
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に説明されており良く完成されたものである。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
